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部 局 名  大学院医学系研究科・医学部 

 

氏 名 深山 正久 

職 名 教授 

本学在職期間 平成 11年 7月～平成 31年 3月 

所 属 病因病理学専攻 病理学講座  

専 門 分 野  人体病理学・病理診断学 

略 歴 

昭和 53年 3月 本学医学部医学科卒業 

昭和 53年 6月 本学医学部附属病院 内科・放射線科 研修医 

昭和 54年 6月 東京都養育院附属病院 内科医員 

昭和 56年 7月 東京都立駒込病院 病理科医員 

（平成元年 4月－平成 2年 3月 米国国立衛生研究所 研究員） 

平成 6年 4月 関東逓信病院 診療支援部 病理診断科部長 

平成 7年 10月 自治医科大学 医学部病理学第一講座 教授 

平成 11年 7月 本学大学院医学系研究科 人体病理学分野 教授 

（平成 15年 4月より人体病理学・病理診断学分野 教授） 

（平成 15年 5月より平成 28年 3月まで東京大学医学部附属病院 病理部長併任） 

研 究 内 容  

Fukayama M, Kunita A, Kaneda A, “Gastritis-Infection-Cancer Sequence of Epstein-Barr Virus-

Associated Gastric Cancer.” Adv Exp Med Biol, 1045 (2018):437-457. 

深山正久 「目指せ，病理医！」『病理と臨床』37(2019):10-15. 

 


